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 論述は、筆者にとって“つくる”行為や工程そのものが、かつての遊びとつながる重要な意味をもつこ
とを、いま一つ論じ切れていない感がある。しかし遊びの記憶も制作も、結局、火と土と金属というまさ
に鋳金に通じる要因であることがわかる。そのモティベーションとリアリティーが示された学位論文とし
て、審査会の承認を得た。 
 
（作品審査結果の要旨） 
 
 申請者の金柄文氏は、論文「記憶の痕跡」の中で、彼の母国である韓国での幼少期に体験した「ジュイ
ブル遊び」の強烈な印象となった火との触れ合いを記憶の糸口とした作品制作への取り組みを述べてい
る。 
 回転する炎からイメージし、自身の専門領域である鋳金技法により金属造形として表現した作品は、心
の中に留まり、見え隠れする記憶によって呼び覚まされる「音」「匂い」「場所」「さまざまな感情」を内
に秘めて過去、現在、未来を繋ぐ円形のオブジェとなった。自身の腕をモチーフにして四本の腕が繋がっ
て円形となる作品であるが、制作工程では実寸大の腕を原型にして、鋳金の伝統技法である真土型鋳造法
を用いて制作されている。手のひら、指そして爪、肌のしわにいたるまで、精密に表現した四本の腕をそ
れぞれに鋳造し、その後溶接して円形に組上げている。鋳型の細部には、よせ型という高度なテクニック
を幾重にも組み合わせており、博士としての技術の高さが伺える。 
 博士展での発表では、手のブロンズ作品をつり下げて、背景の壁面に幼少期の強烈な記憶となった「ジ
ュイブル遊び」の炎の軌跡をイメージしたダイナミックな映像表現を試みた作品となった。 
 映像表現との組み合わせによる作品の発表は、工芸領域では初めての登場であるが、鋳造技法の緻密さ
と映像表現が効果的に生かされていたかは、やや疑問の残る点ではあるが、作者の積極的な取り組みは評
価に値するものであり、高度な鋳造表現力は博士学位に十分な力量を備えていると判断する。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
申請者は、審査論文「記憶の痕跡」の中で自身の幼少の頃の火の体験「ジュイブル遊び」の記憶と現在研
究対象となっている鋳金の制作中での火の行為を重ね合わせて関連づけ、記憶の造形化として自身の手
をモチーフとした表現内容で、記憶と作品との関係を論じている。忘れ去った過去の記憶を呼び起こし、
「ジュイブル遊び」での円形の火の形態から、過去、現在、未来を繋ぐ内容としてまとめ、背景に映像を
用いて円形の手をモチーフとしたオブジェでより効果的な表現を試み、記憶の断片や無意識の行為等を
つなぎ合わせ結論づけている。この中で申請者は、真土型鋳造法の制作法について常に触れ、その素材、
制作技法の特殊性と可能性で独自の領域に踏み込んでいる。 
 本審査作品は、審査論文と同じ「記憶の痕跡」というタイトルであるが、真土型鋳造法で制作した自身
の実寸大の腕から、手のひら、指までを精緻に表現したブロンズの作品を４体円形状に組み合わせ空間に
吊り、その背景の壁面に工芸研究領域では初めてとなる映像を投影しダイナミックな空間演出を試みて
いる作品である。この映像は、幼少の頃の「ジュイブル遊び」の火の軌跡を再現し、その軌跡の円形を大
胆かつ繊細にまとめ、手のブロンズのオブジェを強調する表現として試みている。また、ここで使用され
た手のブロンズ像は、真土型鋳造法の中の込型鋳造技法を用いているが、ブロンズ像の肉厚を薄く均一に
整えるために独自に研究した寄せ型を多種使用している。作品全体は、工芸の新しい表現領域を獲得しよ
うとしての積極的な姿勢が評価されるが、ブロンズの手の表現が効果的に配置されているかは議論の分
かれるところであった。 
 総合的には、韓国からの留学生ということもあり、生活習慣や、言語の問題も多少影響したこともある
が、準備不足の感は否めないところであった。ただし、鋳金技法の高度な展開や、映像等を積極的に取り
入れ、表現効果を高めようとした姿勢は評価されるものである。
